
















































































































































































































































項目 塩水 薬剤散 花茎長 花茎重 子房長 子房重 球根数 球根重 蕾日数 開花日数
処理区 選別 布回数 cm mg cm mg 個 9 ? ?
0 5．24 3．0 1．76 1．2 2．8 25．05 5 7
浮く 1 6．56 4．0 1β6 1．2 3．4 25．81 5 7
26～30 2 7．46 5．0 1．98 1．2 3．2 27．46 5 7
（9）
0 8．22 6．0 2．12 1．6 3．2 30．80 5 7
沈む 1 9．34 9．4 2．26 2．6 3．4 30．76 5 7
2 11．00 10．8 2．46 3．2 3．8 32．21 5 7
0 6．92 5．0 1．84 1．4 2．4 28．17 5 9
浮く 1 9．10 6．0 1．90 1．4 3．0 28．48 6 9
31～35 2 10．24 8．0 2．20 2．4 3．4 29．65 6 9
（9）
0 10．32 8．0 2．28 2．4 3．2 35．18 7 9
沈む 1 11．04 9．0 2．40 3．8 3．4 36．92 7 9
2 11．42 11．6 2．94 4．4 3．8 38．16 7 9
0 11．04 9．0 2．12 2．0 3．4 30．32 7 9
浮く 1 11．30 9．0 2．42 4．2 3．4 30．51 8 10
36～40 2 11β4 10．0 2．42 4．8 3．8 31．58 8 10
（9）
0 11．94 12．2 2．54 4．8 3．4 37．01 9 10
沈む 1 12．42 13．2 2．72 5．2 3．4 38．00 9 10
2 12．44 15．4 3．06 5．7 4．0 39．07 9 10
0 12．42 12．4 2．32 4．2 4．0 34．83 9 13
浮く 1 12．52 12．5 2．43 4．9 4．2 35．88 9 13
41～45 2 13．44 13．8 2．58 5．0 4．6 36．74 9 14
（9）
0 16．08 16．4 2．70 5．6 3．4 40．71 9 18
沈む 1 16．70 17．0 2．70 5．8 3．6 42．66 9 18
2 16．84 17．4 2．75 6．5 3．8 44．18 9 18
＊各区とも供試20個体（1個体当たりの）　＊球根重は1個体当たりの重さ（g）
眠期に花系形成に必要な諸成分の欠乏が起こったからではないだろうか。（写真第2，3，4，5）
　子房長の長いものおよび子房重で重いものは花の持ち期間が長くまた花弁の色彩が鮮やかであ
った。球根重の軽い26～30g区に比べて41～45　g区の沈んだものとでは約12日の差が見られ，
非常に花の期間が長かった。
初期生育は軽い球根でも重い球根と同じような生育様相を示したが，蕾が形成される頃より球根
の軽い区では蕾の伸長が悪く花茎の伸長も重い区に比べて非常に緩慢であった。また塩水選別で
沈んだ区のものは浮いた区のものに比べて全ての区で勝っていた，この事は沈んだものは浮いた
物に比べて球根内に豊富な養分が存在しているものと推察出来る。この実験で塩水選を行う事
で，花部における花茎の整一さ，花色の鮮明さ，花の長持ち等の良好な栽培が出来ることが示さ
れた。また，アブラムシの寄生は球根が重いもので塩水選において沈んだ球根に寄生数が少ない
ことが認められた。
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明治大学農学部研究報告　第99号（1994）
第1図塩水選別で沈んだ球根の重量別比較
第2図26～30gの球根，塩水選別で（左）沈む（右）浮いた球根
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チュウリップの球根重とアブラムシの寄生数および花柄，子房生育との関係
第3図31～35gの球根，塩水選別で（左）沈む（右）浮いた球根
?
第4図36～40gの球根，塩水選別で（左）沈む（右）浮いた球根
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明治大学農学部研究報告　第99号（1994）
第5図　41～45gの球根，塩水選別で（左）沈む（右）浮いた球根
6．摘 要
　チュウリップは花壇において花茎が斉一にならないと，非常に見苦しい，筆者はチュウリップ
の球根を重量別に分け更に塩水選別を行い沈んだ球根と浮いた球根とでの比較を行ったところ若
干の知見を得たので報告する。
1．アブラムシの寄生数は塩水選で浮いた球根が沈んだ球根のものに比べて多かった。
2．蕾花基部組織の細胞内に修酸石灰の結晶が多い程アブラムシの寄生数は少なかった。
3．薬剤散布はアブラムシの最盛期前後に2回散布することで十分であった。
4．塩水選で浮いた球根に比べて沈んだ球根の方が花茎の整一さ，花色の鮮明さ，花の長持ち等
が勝ることが判明した。
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